
人材開発支援助成金利用の流れ

人材開発支援助成金とは、労働者の職業能力開発を効果的に促進するため、企業が雇用する労働者に対し
て職務に関連した専門的な知識及び技能の習得をさせるための職業訓練等を計画に沿って実施した場合に、
訓練経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。

人材開発支援助成金とは？

助成金額

当eラーニングは、人材開発支援助成金の人材育成支援コースが対象になります。経験者コースのeラーニングで
は、税別30万円／人の費用のうち、中小企業の場合、45％に当たる13.5万円／人の助成金が支給されます。
そのため、実質税別16.5万円／人で受講できます。
※大企業の場合、30％に当たる10万円の助成金が支給されるため、実質20万円／人で受講できます。
※1企業当たり、年間1,000万円が支給限度のため、中小企業の場合、最大74人分まで支給されます。
※新規事業として、リフォーム事業を始められる場合、「事業展開等リスキリング支援コース」での申請もでき、その
場合、受講料の75％（中小企業の場合）分の助成金が出ます。

助成金受給の流れ

人材開発支援助成金では、「訓練計画の提出」と、eラーニング受講後の「支給申請書の提出」の2段階での書
類提出が必要になります。なお、書類の提出先は、各都道府県の労働局になります。

訓練計画
提出

eラーニング
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支給申請書
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審査結果

eラーニング受講
1カ月前まで

eラーニング受講完了
2カ月前以内

提出書類

訓練計画提出時
• 職業訓練実施計画届（様式第１－１号）
• 訓練別の対象者一覧（様式第３号）
• 人材開発支援助成金 事前確認書（様式第
11号）

• 事業所確認票（様式第14号）
※中小企業に該当する場合に必要

• 雇用契約書or労働条件通知書の写し（雇用
保険被保険者または有期契約労働者等であ
ること、および職務内容を確認するため）
※受講者単位で提出必要

• 当eラーニングの申込書（実施主体の概要、目
的、カリキュラム、受講料を確認するため）

支給申請書提出時
• 支給要件確認申立書（共通要領様式第１号）
• 支払方法・受取人住所届
※既に登録している場合は提出不要
※通帳写し等口座番号が確認できる資料添付

• 人材開発支援助成金支給申請書（様式第４号）
• 経費助成の内訳（様式第６号）
• 支給申請承諾書(訓練実施者）（様式第12号）
• 領収書又は振込通知書など（写）
※領収書の場合は、加えて、総勘定元帳又は現金出納
帳の写し等の提出が必要

• eラーニング訓練実施結果報告書（様式第８－３号）
• 受講を修了したことを証明する書類⇒修了証（写）など
• 訓練の実施状況が分かる書類⇒LMS情報（写）など

その他留意事項

当助成金の支給に当たって、細かい制約事項があります。また、企業によっては上記以外に必要な提出書類も
あるため、最終的には各企業様で人材開発支援助成金の詳細をご確認お願いします。




	スライド 1
	スライド 2

